
置

近
畿
大
学
大
学
院
の
現
状

亀

仁
藤
伸
昌

近

畿

大

学

大

学

院

は

老

舗

大

学
と
し

て
組
織
化
さ
れ

て
い
な
か

っ
た
が
、
学
術
、
技
能
、
文
化
を

若

い
次
世
代
に
伝
承
す
る
た
め

の
教
育
は
、
世
界
各

国

で
古
く
か
ら
行
わ

れ

て
い
た
。
13
世
紀
初
頭
に
は
既

に
イ
タ
リ

ア
、

フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ

ス

な
ど
西

ヨ
ー

ロ
ッ
パ

の
国

々
で
大
学
が
誕
生
し

て
い
た
。
わ
が
国
で
は
明

治

10
年

(}G。
ミ

年

)

に

「
大

学
」

の
名

称
を
も

つ
高
等

教
育
機
関
と

し

て
設

立
さ
れ
、

そ

の
後
明

治

19
年

(一
〇。
c。
①
年

)
に

「
帝

国
大
学
令

」
に

よ
り
帝
国
大
学
と
な

っ
た
東
京
大
学

の
誕
生
を
日
本

の
大
学

の
嗜
矢
と
す

る

こ
と
が

で
き

る
。
ま
た
、
時
を
同
じ
く
し

て
大
学
院

の
制
度
も
発
足
し

た

の
で
、
大
学
院

の
歴
史
は
、
大
学

の
歴
史
と
同
じ
長
さ
を
も

つ
も

の
で

あ

る
。
大

正
7
年

(一
⑩
一
〇。
年

)

に
帝
国
大

学
以
外

の
官
公
私

立

の
大
学

の
設

置
を
認
め

る

「
大
学
令
」
が
公
布
さ
れ
た

こ
と

に
よ
り
、
私
立
大
学

の
歴

史

が
始
ま

っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
よ
り
も
以
前
あ

る

い
は
、
帝
国
大
学

の

設
立
と
前
後

し
、
多

く

の
先
駆
者

の
理
想
と

理
念

に
基
づ
き
私
立
大
学

の

基
礎

と
核

が
作

ら
れ
、
大
学
と

し
て
の
形
態

は
な
か

っ
た
が
、
私
立
大
学

の
思
想

は
連
綿

と
し
て
続

い
て
き
た
。

近
畿
大

学

の
基
礎

は
、
大
正

15
年

(一
露
㎝
年
)

の
大
阪
専

門
学
校

の

設
立
に
よ

っ
て
築

か
れ
た
。
大
学
と

し
て
発
足
し
た

の
は
、
第

2
次

世
界

大
戦
終

了
後

の
昭
和

忽
年

(
一逡
⑩
年
)

の
新
学

制

に
よ
り
、

理
工
学
部

と
商
学
部
を
設
置
し
、
新

制
大

学

の
ひ
と

つ
と
し
て
発
足
し
た
。
こ

の
学

制
改
革
に
よ
り
、
多

く

の
旧
制

の
専

門
学
校
、
師
範
学
校
、
高
等
学

校
等

が
新
し
く
大
学
と
な

っ
た
。
近
畿
大

学
は
、
こ
れ
ら

の
大

学
と
同
時
に
教

育
と

研
究
を

開
始
し

た

の
だ

が
、
他

の
大

学

に
先

駆
け

て
、

昭
和

27
年

(6
紹

年
)

に
大
学
院
商
学

研
究
科

と
化
学
研
究
科

に
修
士
課
程
を

設
置

し
、
学
部
教
育
を
終
え
た
学
生
に
、
よ
り
深
く
高
度
な
教
育
と
厨
究

の
場

C1]



を
提
供
し
た

。
こ
の
時
期
に
旧
帝
国
大
学
以
外

の
国
立
大
学
で
あ

っ
て
も

大
学
院
を
設
置
す

る
大

学
は
限
ら
れ
て

い
た
し
、
私
立
大
学
で
も

数
少
な

い
大
学

に
し

か
大
学

院
は
設
置
さ
れ
て

い
な
か

っ
た
。
近
畿

大
学
大

学
院

は
、
新
制
大
学

の
中

で
は
早

い
時
期

に
設
置
さ
れ
た
老

舗

の
大
学

院
で
あ

る
と
同
時

に
大
学
院
教
育

の
先

駆
者

で
あ

る
と
も

言
え

る
。
近
畿
大

学
大

学
院
関
係
者

は
、
こ

の
こ
と
を
誇

り
と
し
た

い
。
昭
和

45
年

(
H⑩
刈
O
年

)

と
昭
和

47
年

(
一⑩
鳶

年

)

に
は
そ
れ
ぞ

れ
商
学
研
究

科
と
法

学
研
究
科

に
博
士
課
程
が
設
置

さ
れ
、
そ
れ
以
後
学
部

の
新
設
、
改
組

に
伴

い
大
学

院
が
充
実
し

て
き
た
。

現
在
近
畿
大
学
大
学
院

は
、

11
研
究
科

28
専
攻
を
擁
す

る
高
度
な
教
育

と
研
究

の
場
と
な

っ
て
い
る
。
学
部
卒
業
生

の
中

に
は
、
よ
り
高
度
な
学

術

、
原
理
、
知
識
、
技
術
、
芸
術
、
芸
能
を
学
び
た

い
と
考
え

る
若

い
学

生

は
常

に

一
定
数
あ
り
、
大
学
院
は
、
進
取

の
気
性
を
も

つ
若
者

の
受
け

皿
と

し
て
の
役

割
を
担

っ
て
い
る
。
そ
れ
ら

に
加
え
、
平
成

16
年

(b。
O
O
①

年
)

に
は
、
専

門
職
学
位
過
程

の
法
務
研
究
科
が
設
置
さ
れ
た
。

大

学

院

在

学

状

況

平
成

22
年

3
月

の
医
学
部
を
除
く
各
学
部

の
卒
業
生

の
大
学
院
進
学
状

況
を

表
I
l
に
示
す
。

六
、
三

〇
〇
余
人

の
卒
業
生

の
11

。
7
%
が
大

学
院

に
進
学
し
た
。
大

学
院
進
学
者
数
と
そ

の
割
合
は
、
年
次
に
よ

っ
て
変
化

は
あ

る
が
、
学
部
卒
業

後
、
よ
り
高
度
な
教
育
を
受

け
、
研
究
を
行

い
た

い
と

の
意
欲

を
も

つ
学
生

が
常

に

一
定
数
存

在
す

る
こ
と
を

示
し

て

い

る
。

こ
の
傾
向

は
、
近
畿
大

学
大

学
院
学
生
募
集

要
項

・
大
学

院
研
究
科

概
要
に
示
さ
れ

て
い
る
過
去

の
学
位
授
与
者
数

の
デ
ー
タ
か
ら
も
読

み
と

る
こ
と
が
で
き
る
。

文
系

学
部

の
卒
業
生

の
進
学
者
数
は
5
%
未
満
で
あ
り
、
理
系
学
部

の

進

学
者

と
明
確

な
差
が
あ
る
。
し
か
し
、
進
学
者

数

の
多

寡
は
、
問
題

で

は
な
く
、
大
学
院
修
了
者

の
社
会
で

の
受

け
入
れ
や
そ
れ
ぞ
れ

の
教
育
研

究

分
野

で

の
研

究
者
養
成

の
シ
ス
テ

ム
の
差

が
現

れ

て

い
る
と
考
え

ら

れ
る
。

竃

注

目
す

べ
き

は
、
大
学

院
進

学
者

の
全
体

の
約

30
%
が
他
大

学
院

へ
進

学

し
た

こ
と

に
あ
る
。
文
系
学
部

の
進
学
者

の
約
半
数

が
近
畿

大
学
大
学

院
以
外

の
大
学

院
に
進
学

し
た
。
他
大
学
院

へ
の
進
学
者

を
引
き
留

め
る

こ
と
が

、
近
畿
大
学
大
学
院

の
充
実

の
方
策

の
ひ
と

つ
と

な
る
可
能

性
が

あ

る
。

そ
れ

に
対

し
、
理
系
大
学
院

で
は
、
学
部

で
の
研
究
を
継
続

し
、

よ
り
専
門
性
を
高

め
た

い
と

の
意
欲
を
見

る
こ
と
が

で
き

る
。
他
大
学
院

進
学

の
理
由

に
は
、
研
究
内
容

の
魅
力
、
最
終
学
歴

の
獲
得
、
授
業
料
等

の
経
済
的
事
情
な
ど

が
あ

る
。
学
生

に
逃
げ
ら
れ
た
と
考
え

る
の
か
、
他

大
学
大
学
院

の
受
験
を
可
能

に
す

る
ま

で
に
近
畿
大
学
は
質

の
高

い
教
育

を
提
供
し
た
と
考
え

る
か

に
よ
り
考
え
は
変
わ
る
。
他
大
学
か
ら

の
進
学

者
は
、
法
学
研
究
科
、
商
学
研
究
科

に
数
名
、
他

の
研
究
科

に
あ

っ
て
も

ご
く
わ
ず
か

で
あ
り
、
平
成

20
年
度
に
は
合
計
10
名
程
度

で
あ

る
。
他
大

学
か

ら

の
進

学
者
、
留

学
生

の
確

保
な

ど
は
、
今
後

の
検

討
課

題

で
あ

る
。平
成
22
年
度

の
博
士
前
期

(修
士
)
課
程
と
後
期

(博
士
)
課
程

の
在

籍
者
数

、
収

容
定

員
お

よ
び
収

容
定
員

率
を
表

1
2
と
表
1
3

に
示
す
。

[2]
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前
期

(修
士

)
課
程
で
は
、
経
済
学
研
究
科
以
外

の
研
究
科
で
は
、

い
ず

れ
も

70
%
以

上

の
収
容
定
員
率
と
な
り
、
理
系
研
究
科
で
は
全
研
究
科

で

㎜
%
を
超
え

て

い
る
。
後
期

(博
士
)
課
程

で
は
、
薬
学
研
究
科
以
外
は

収
容
定
員
を

満
た
し
て

い
な

い
。

収

容
定
員

の
充
足
は
、
常

に
検
討
を
続
け

る
べ
き
問
題

で
は
あ
る
が
、

定
員
充
足
を

大
義
名
分
と
す

る
の
で
は
な
く
、
進
学
し
た

い
大
学
院
、
進

学

し

て
良

か

っ
た
と
言
う

魅
力

あ

る
大

学
院
作

り
を
検
討

す

べ
き

で
あ

る
。

教

育

改

革

と

し

て

の
大

学

院

改

革

近
畿
大

学

は
、
平
成

19
年
度

(卜。
O
O
刈
年
度

)
に
大
学

の
自
己
点

検
評

価

を
行

い
、
翌
平
成

20
年

4
月

に
、
財
団
法
人
大
学
基
準
協
会

に
よ

る
大

学

の
認
定
評
価
を
受
け
た
。

こ
の
自
己
点
検
評
価
報
告
書

の
中

に
大
学
院

教
育

・
研
究

に
関
す

る
章
が
設
け

ら
れ
、
大
学
院

の
充
実

が
火
急

の
課
題

で
あ
る
と

の
認
識
が
高
ま

っ
た
。

大
学
基
準
協
会

に
よ

る
認
定
評
価
と
時
を

同
じ
く

し
、
近
畿
大
学

「
21

世
紀
第

一
次
教
育
改
革
」
委

員
会

が
設
置

さ
れ
、
大
学
院
教
育
改
革
委

員

会
も
そ

の

一
翼
を
担
う

こ
と
と
な

っ
た

。
委
員
会

は
大
学
委
員
全
研
究
科

長
と
数
名

の
指
名
さ

れ
た
委

員
に
よ
り
構
成

さ
れ
、
大
学
院
部
長

(森
本

信
明
教
授
)
が
座
長
を

つ
と

め
た
。
大
学
院
教
育

に
関
す

る
さ
ま
ざ
ま

な

問
題
点
が
提
示

さ
れ
、
議
論

が
行

わ
れ
た
。
議
論

の
過
程

で
、
文
系
大

学

院
と
理
系
大
学
院
と

で
研
究
者
養
成

の
シ
ス
テ
ム
お
よ
び

研
究

に
関
わ
る

「
学
会
」

の
概
念

が
異
な
り
、
議
論

の

一
致
が
難

し
く

、
文
系
大
学
院

と

理
系
大
学
院
そ
れ
ぞ
れ

の
小
委
員
会
を
設
立
す
る
こ
と

に
な

っ
た
。
両
者

の
議
論

の
結

果
を
踏
ま
え

、
委

員
長
と
両
小
委

員
会
座
長
と

で
調
整
し
、

第

一
次

教
育
改

革
実
施
大

綱
と

し
て
平
成

19
年

(卜。O
O刈
年
)

3
月

に
公

表
し
た
。

両
方

の
小
委
員
会

の
審
議
内
容
を
併

記
し
た
も

の
で
は
な
く
、

委
員
長

の
判
断
ど
裁
量

に
よ
り
作
成
さ
れ
た
。

こ
の
内

容
は
、
近
畿
大

学

の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
表

さ
れ

て
い
る
。

重
複
す
る
が
そ

の
課
題
は
以

下
の
通
り

で
あ
る
。

1
.
各

研
究
科

に
お
け

る
人
材
育
成
等

の
目
標
を
旦
ハ体

的
に
設
定

し
、

大
学
院
担
当
教
員
間

で
の
理
解
を
深

め
る
。

2
.
大
学
院
生

の
就
職
促
進

の
た

め
、
支
援
策
を
強
化
す

る
。

3
.
学
業
成
績

が
優
秀
な
学
生

に
対

し
て
は
、
修
士

1
年

間
で
の
大
学

院

(前
期
課
程
)
修
了

の
道
を

開
く
。

4
.
優
秀

な
学
部

4
年
生

に
対

し
て
は
、
大
学
院

で
開
講

さ
れ
て

い
る

科

目
の
履
修

を
可
能

に
す

る
。

5
.
学
部
段

階
で
の
新

入
生

ガ
イ
ダ
ン
ス

・
進
路
指
導

・
保
護

者
説
明

会
等
と
連
携

し
、
大
学

院
志
願
者

の

一
層

の
開
拓
を

図
る
。

6
.
専

門
職
大

学
院
の
開
設

・
充
実
策
を
検
討
す

る
。

7
.
博

士

・
大

学
院

(後
期

課
程

)
に
お
け

る
学
会
発

表
旅
費

の
補
助

制
度
を

新
設
す
る
。

8
.
留

学
生
等

に
対
す
る
9
月
入
学

の
道
を

開
く

。

以
上

の
項

目
は
、
本
学
大
学
院

の
方

向
性
を
示
唆

す
る
も

の
で
あ

り
、

現
在

進
行

中

の
第
二
次
教
育
改
革

に
も

反
映
さ
れ
て

い
る
。
学
会
発
表
旅
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費

に
関

し
て
は
、
関
係
者

の
尽
力

に
よ
り
制
度
が
新
設
さ
れ
、
後
期
課
程

の
学
生

に
加
え
、
前
期

(修
士
)
課
程

の
学
生

に
も
支
給
さ
れ

る
こ
と

に

な

っ
て
い
る
。
実
効
を
伴
う
制
度

の
新
設

で
あ

っ
た
。

近

畿

大

学

大

学

院

の
研

究

財

産

の
確

認

大
学
院
教
育
改
革
委
員
会

に
お

い
て
は
、
そ
れ

ぞ
れ

の
研
究
科
が
も

つ

問
題
点
、
目
指
す
方
向
な
ど

に

つ
い
て
忌
檸

の
な

い
議
論
が
交
わ
さ
れ

る

課
程

で
、
他

の
研
究
科

の
状
況
を
知

る
こ
と
が

で
き
た
。
そ
れ
ぞ
れ

の
研

究
科

に
類
似

の
教
育

・
教
育
内
容
、

互

い
に
補
填

し
会
え

る
よ
う
な
講
義

等

が
存
在
す

る
こ
と
が
明
確

に
な

っ
た
。
近
畿
大
学
大
学
院

は
貴
重
な
財

産
を
有

し
、
有
機
的
な
連
携
を
行
う

こ
と

に
よ
り

、
よ
り
高
度

で
深

い
教

育
研
究

シ
ス
テ
ム
を
作

る
こ
と

が
可
能

で
あ

る
と

の
認
識

に
至

っ
た
。

理
系

に
強

い
大
学

・
大
学
院
を
標
榜
す

る
近
畿
大
学

の
特
徴

の
ひ
と

つ

は
、
産
業
理

工
学
部

・
産
業
技
術
研
究
科

、
工
学
部

・
シ
ス
テ
ム
工
学
研

究
科

、
農
学
部

、
医
学
部

お
よ
び
生
物

理
工
学
部

の
理
系
学
部

・
研
究
科

が
大
阪

キ

ャ
ン
パ

ス
か
ら

離
れ
た
場

所

に
設

置
さ

れ
て

い
る
こ
と

で
あ

る
。
互

い
の
学
部

・
大
学

院
問
で
、
教

員
、
学
生

を
含

む
研
究
者
個
人
と

し
て

の
交
流

は
あ

る
が
、
研
究
科
と

し
て
の
組
織

的
な
交
流

の
機
会

は
少

な
か

っ
た
。
そ
こ
で
、
医
学
研
究
科
を
除
く
理
系

6
研
究
科

が
連
携
す

る

学
生
を
主
体

と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

が
提
唱

さ
れ
た
。

サ

イ

エ
ン

ス

ネ

ッ
ト

ワ

ー

ク

"
院

生

サ

ミ

ッ
ト

の

開
催

近
畿
大
学

「
21
世
紀
第

一
次
教
育

改
革
」

の
成

果

の
ひ
と

つ
と

し
て
、

学
内
研
究
助
成
金
制
度
が
発
足
し
た
。

こ
の
制
度

に
対
し
、
総
合
理
工
学

研
究
科
藤
原
尚
教
授
を
代
表
者
と
し
、
大
学
院
教
育
検
討
委
員
会
理
系
部

会

の
委

員
が
分
担
者
と

な
り
、
「
大
学
院
生

に
よ
る
サ
イ

エ
ン
ス
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク
の
構
築
」
を
申
請
し
、
採
択
さ
れ
た
。
平
成
21
年
11
月

に

「
院
生

サ

ミ

ッ
ト
」
と
称
し
、
各
研
究
科
か
ら

の
口
頭
発
表
1
題
、
ポ

ス
タ
ー
発

表

10
題
を
持
ち
寄
り
、
セ

ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
た
。
当
初

の
参
加
者

の
目

標
は

㎜
人
程
度

で
あ

っ
た
が
、
延

べ
姻
人
を
超
え

る
盛
況
と
な

っ
た

(図

I
l
)
。
実
行
計

画
を
進

め
る

に
あ

た
り
、
さ
ま
ざ

ま
な

学
内

の
制

度
的

な
制
約
が
あ

っ
た
が
、
教
員
、
事
務
担
当
者
が
知
恵
を
出
し
合

い
、
問
題

を
解
決
し
開
催

に
漕
ぎ
着
け
た
。
院
生
サ

ミ

ッ
ト

の
開
催
を
き

っ
か
け

に

大
学
院
生
が

一
堂

に
会
し
、
研
究
成
果
を
報
告
し
、
情
報
交
換
を
行
う

シ

ス
テ
ム
が
形
成

さ
れ
た
。
キ

ャ
ン
パ
ス
は
異
な

っ
て
も
同
じ
学
園

で
学

ぶ

大
学
院
生
と
し

て
の
自
校
意
識
が
高
ま

っ
た
。

こ
の
院
生
サ

ミ

ッ
ト
は

21

世
紀
教
育
改
革

の
恩
恵

に
浴
す

る
も

の
で
あ
り
、
ま
さ

に
教
育
改
革

の
申

し
子
で
あ

る
と
言

っ
て
も
過
言

で
は
な

い
。
関
係

の
皆
様

の
尽
力

に
は
改

め
て
感
謝

の
意
を
表

し
た

い
。

初

め
て
の
試

み
で
あ

っ
た
た

め
や
や
総
花
的

で
あ

っ
っ
た
が
、
参
加
者

か
ら
は
高

い
評
価
を
受
け
、
再
度

の
開
催
が
期
待

さ
れ
た
。
今
後

の
目
標

と

し
て
、
理
系

、
文
系
双
方

の
学
生

の
参
加

で
き

る
共
通

の
課
題
を
議
論

す

る
集
会

の
実

現
が
提
案

さ
れ
た
。
大
学
院
全
体
を
包
括
す

る

「
院
生
サ

ミ

ッ
ト
」

の
伝
統
を
作
り
上
げ
た

い
。
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赴乱凝・転

第

二
次

教
育

改

革

の
推

進

平
成

21
.
(じ。
O
O
O
年
)

10
月

に
第

二
次

教
育
改

革
委

員
会

が
発

足

し
、

学
士
力
強
化
検
討
委
員
会

、
大
学
院
教
育
改
革
委
員
会

お
よ
び
学
習

・
学

生
生
活
支
援
検
討
委
員
会

の
3
委

員
会

が
設
置

さ
れ
た
。

大
学
院

教
育
改
革

委
員
会

で
は
、
第

一
次

教
育
改
革

の
成
果

を
踏
ま

え

、
大
学
院
改
革

の
検

討
を
行

っ
て

い
る
。
大

き
な
理
念
と

目
標
と

し
て

は
、
近
畿
大
学
大
学
院

を
国
際
水
準

で
優
れ
た
高
度

の
教
育
を
提
供
す

る

こ
と
と
同
時

に
本

学

の
学
術
研
究

を
特
徴
づ
け

る
こ
と
を
掲
げ

て

い
る
。

平
成

22
年

度
を
目
標

に
緊
急

に
実

行
す
べ
き
事

項
と
し

て
以
下

の
事

項
を

提
案
し
た
。

1
.
大

学
院
に
お
け
る
研
究
教
育
活
動

の
広
報
を
通
し
、
大
学
院
進
学

者
増
加
と
学
生
定
員
充
足

の
方
策
を
明
確
に
す
る
。

2
.
教
育
研
究
内

容
、
学
位
審
査

の
明
確
化
を
周
知
す
る
た
め
に
教
育

要
綱
等

の
充
実
と
改
善
を
明
確

に
す
る
。

3
.
学
生

の
経
済
的
支
援

の
た
め

に
T

A
制
度

の
充
実

・
改
善
お
よ
び

外
部
資
金

の
獲
得

に
全
研
究
科
を
上
げ

て
取
り
組
む
。

4
.
入
学
試
験
要
項

の
見
直
し

に
よ
り
、
日
本
人
入
学
生

の
確
保
お
よ

び
留
学
生

の
受
け
入
れ
を
充
実
す

る
。

5
.
総
合
大
学
と
し

て
の
特
徴
を
明
確

に
す

る
た
め

に
、
研
究
科
問

の

連
携

に
よ

る
教
育
プ

ロ
グ

ラ
ム
の
策
定
を
推
進
す

る
。

こ
れ

ら
の
事
項
は
、
第

一
次
教
育
改
革

の
提
案
を
踏
ま
え
、
大
学
院
教

育

の
実
質
化

へ
向
け

て
の
考
え

が
盛
り
込
ま
れ

て
お
り
、
実
現

に
向
け

て

研
究
科
構
成
員

の
前
向
き
な
協
力
が
必
要

で
あ

る
。

新

た

な

大

学

院

に
向

け

て

"
大

学

院

教

育

の
実

質

化

大
学
院
改
革
は
、
旧
大
学
審
議
会
お
よ
び
中
央
教
育
審
議
会

に
お

い
て

議
論

さ
れ
、
幾
多

の
答
申
が
公
表
さ

れ
て
き
た
。
最
近

で
は
、
平
成

17
年

9
月
に
中
央

教
育
審

議
会

か
ら
公
表

さ
れ
た

「新

時
代

の
大
学
院

教
育

-

国
際
的

に
魅
力

あ
る
大
学

院
教
育

の
構
築

に
向
け

て
ー
」

の
答
申
が

あ

る
。
平
成

22
年

7
月

に
は
中
央
教
育
審
議
会
大
学
分
科
会
大
学
院
部
会

か
ら

「新
時
代

の
大
学
院
教
育

(平
成

17
年
中
央
教
育
審
議
会
答
申
)

の

検

証
」
の
調
査

が
行
わ

れ
た
。

近
畿
大
学

で
は
、
文
芸
学

研
究
科

日
本
文
学
専
攻
と
生
物

理
工
学
研
究

科
生
物

工
学
専
攻

が
調
査

の
対
象
と

な

っ
た
。

こ
の
調
査

は
、
32
項
目
に
及
び

、
記
述

の
回
答
を
求

め
る
詳
細

な
も

の

で
あ

っ
た
。
調
査

項
目
は
、
答
申

の
内
容

に
基

づ
く
も

の
で
あ
り

、
今
後

の
大

学
院

の
あ
る
べ
き
姿
を

示
唆

し
て

い
る
。
質

問
の
基
と

な
る
大
項

目

は
次

の
通
り
で
あ
る
。

1
.
大
学
院
教
育

の
実
質
化

の
た
め

の
取
組

1
.
課
程
制
大
学
院
制
度

の
趣
旨

に
沿

っ
た
教
育

の
課
程

と
研
究
指
導

の
確
立

q

人
材
養
成
目
的

の
明
確
化
等

②

体
系
的
な
教
育
課
程

の
編
成

・
コ
ー

ス
ワ
ー
ク

の
充
実

㈹

円
滑
な
学
位
授
与
プ

ロ
セ

ス
の
促
進

働

教
育
体
制

の
整
備
及
び
教
員

の
教
育

・
研
究
指
導
能
力

の
向

上

(
F
D
)

2
。
産
業
界
と
連
携
し
た
人
材
育
成

の
機
能
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3
.
学
修

・
研
究
環
境

の
改
善

及
び
流
動
性

の
拡
大

ω

学
生

に
対
す

る
修
学
上

の
支
援
及
び
学
生

の
流
動
性

の
拡
大

働

社
会

人
が
学

ぶ
た

め
の
環
境
整
備

㈹

若
手
教
員

の
教
育
研
究
環
境

の
改
善

H
.
国
際
的
な
通

用
性

、
信
頼
性

の
向

上

(大
学
院
教
育

の
質

の
確
保
)

の
た
め
の
方
策

1
.
大
学
院

評
価

の
確
立

に
よ
る
質

の
確
保

2
.
大

学
院
教
育

研
究
を

通
じ
た
国
際
貢
献

・
協

調

皿
.
そ

の
他

の
大
学

院
教
育

を
取
り
巻

く
現
状

と
課
題

徒

弟

的

教

育

か

ら

の

脱

却

大
学
院

は
、
「学

術
技
芸

の
藏
奥

を
攻
究
す

る
」
場
所

で
あ

っ
た

(
明

治

19
年
帝
国
大

学
令
)
。
初
期

の
大

学
院
は
、
学
内

に
お

い
て
は
徒
弟

的

教
育

の
場
で
あ
り
、
大
学
問
に
お

い
て
は
競
争
が
少
な

い
た
こ

つ
ぼ
的
教

育
が
行
わ

れ
、
分
断
的

で
横

の
連

携

に
乏

し

い
学
者

の
世
界

で
あ

っ
た
。

そ
れ
に
対
し
、
中
教
審

の
答
申

で
は
、
従
来

の
徒
弟
的
教
育
か
ら
脱
却
し

た
大
学
院

の
方
向
性
が
示
唆
さ
れ

て
い
る
。

学
問

の
真
理

・
原
理
を
追
究
し
、
次
世
代
に
継
承
す
る
に
は
職
人
技
的

な
き
め
細
か

い
教
育
に
よ
り
、
新
し

い
真
理

の
発
見

の
お
も
し
ろ
さ
、
楽

し
さ
も
教
育
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
人
情
あ

ふ
れ
る
徒
弟
的
教
育
と
明

確
な
成
果
を
評
価
さ
れ
る
新
し

い
大
学
院
と

の
問

で
大
学
院
教
員
は
揺
れ

動

い
て
い
る

の
が
現
状

で
あ

ろ
う
。
近
畿
大
学
は
学
部
教
育

の
充
実
に
力

を
注
ぎ
、
大
学
院
教
育

に
つ
い
て
は
、
後
付
け
的
な
状
況

で
あ
る

こ
と
は

否
め
な

い
。

し
か
し
、
学
部
教
育
充
実

の
た
め

に
培
わ
れ
た
学
部

・
学
科

構
成

、
教
員
構

成
は
学

界

に
お

い
て
も
高

い
評
価

を
受

け
る
も

の
で
あ

り
、

こ
の
財
産
を
糧

に
さ
ら

に
発
展
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

将

来

に
向

け

て

第

二
次

の
大
学
院
教
育
改
革

で
は
、
総
合
大
学
と

し
て
の
特
徴
を
明
確

に
す

る
た

め
に
、
研
究
科
問

の
連
携

に
よ

る
教
育
プ

ロ
グ

ラ
ム
の
策
定

の

推
進

が
唱
わ

れ
て

い
る
。
理
系
大
学
院
が
行

っ
た

「
サ
イ

エ
ン
ス
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク

・
院
生
サ

ミ

ッ
ト
」
、
ま
た
文
系

と
理
系
大
学
院

と
で
検
討
が
進

ん
で

い
る

「横
断
型
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
」

に
よ
り
具
現
化
す

る
こ
と
が
可

能

で
あ

る
。

研
究
科

間
の
枠
を
取

り
除
く

こ
と

に
よ
り

、
教
育

・
研
究

分
野
を
大
き

く
括

っ
た
大

学
院
大
学

の
設
置
を
提
案
す

る
学
内
意
見
も
あ

る
。
し
か

し
、

近
畿
大
学

の
教
育

理
念
を
再
考
す

れ
ば

、
学
部
教
育

の
充
実

よ

っ
て
教
育

し
た
あ

る

一
定

の
割
合

の
大
学
院
進

学
者

に
高
度
な
教
育
と

研
究
を
伝
授

す
る
こ
と

が
先
決

で
あ

ろ
う

。
大
学

院
で
の
教
育

は
、
学
部

教
育

の
理
念

を
基
礎
と

し
、
そ

の
理
念
を

さ
ら
に
高

め
る
た
め
の
も

の
と
位
置
付
け

る

の
が
現
実

的
で
あ
る
。

ま
た
、
本
学
大
学

院

の
研
究
と
教
育

の
特
徴
を

明
確

に
す

る
た

め
に
、

研
究
科

や
専
攻

が
中
心

と
な

っ
て
C

O
E
、
大
学

院
G

P
、
科

学
研
究

費
、
各
種
補

助
金

な
ど

の
競

争
的
資

金
を
獲

得
す

る
努
力
が

必
要

で
あ

る
。
外
部
資
金

の
獲
得
は
、
研
究

と
教
育

の
水

準
を

引
き

上
げ
る
と
同
時

に
、
学
生

へ
の
経
済
的
支
援
に
も

結
び

つ
き
、
安
心
し
て
研
究
生

活
を

送
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れ
る
環
境

の
提
供

に
も
な

る
。

わ
が
国

の
私
立
大
学

の
多
く
が
大
学
院
を
設
置
し
、
修
士
、
博
士

の
学

位
を
授
与

で
き
る
時
代

に
な

っ
て
い
る
。
近
畿
大
学
大
学
院
は
、
国
内

で

の
競
争

に
打
ち
勝
ち
、
国
際
的

に
通
用
す
る
若

い
研
究
者
ま
た
は
研
究
者

の
卵

の
養
成
を
目
指
す
任
を
負

っ
て
い
る
。
大
学
院
を
取
り
巻
く
社
会
的

環
境
を
十
分
に
把
握
し
、
し
な
や
か

に
対
応

で
き
る
学
び

の
場
を
作
り
若

者

に
提
供
し
た

い
。
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学
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仁
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世
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が
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申
」
が
平
成
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年
-
月
31
日
に
公
表
さ
れ
た
。
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。



表 一1.平 成22年3月 卒 業 大学院進学状況(博 士前期(修 士))課 程

(平成22年6月8日 現在)

学部 学部卒業者数
大学院進学者数

本学大学院 他大学大学院 合計 大学院進学率

法 学 部 719 5 0.%% 16 2.2% 21 2.9%

経 済 学 部 634 6 0.9% 6iO.9% 12 1.9%

E

経 営 学 部i1,166 12 1.0% -- 0.9% 23 2.0%

セ
理 工 学 部i1,235 221 17.9% 49 4.0% 2%0 21.9%

薬 学 部 41 18 43.9% 4 9.8% 22
1

53.7%

文 芸 学 部 507 10 2.0% 10 2.0% 20 3.9%

農 学 部 %12 92 12.9% 44 6.2% 136 19ユ%

生物理工学部 429 61 142% 44 10.3% 105
1

24.5%

医 学 部 98 0 一 0 　 0 一

工 学 部 463 62
1

13.4%120 4.3% 82 17.7%

産業理工学部 302 38 1・・%1・ 2.6% 46 15.2%

合 計 6,306 525 8.3% 212 3.4% 737 11.7%

*学 部卒業者数及び大学院進学者数の合計欄は、「学校基本調査」 に基づ き算 出。

*大 学院進学先の内訳は、キ ャリアセ ンターの資料 により算出。

図_1.サ イ エ ン ス ネ ッ トワ ー ク:院 生 サ ミ ッ トの ポ ス タ ー の 一 部
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表一2.大 学院前期(修 士)課 程在籍状況 (平成22年5月1日 現 在)

大 学 院 男 女 計 収容定員 収容定員率

法 学 研 究 科 10 4 14 20 70.0%

商 学 研 究 科 17 14 31 40 77.5%

経 済 学 研 究 科 16 2 18 40 45.0%

総合理工 学研究科 358 57 415 320 129.7%

薬 学 研 究 科 36 19 55 33 166.7%

文 芸 学 研 究 科 16 18 34 42 81.0%

農 学 研 究 科 144 43 187 112 167.0%

生物理 工学研究科 79 12 91 68 133.8%

システム工学研究科 96 18 114 90 126.7%

産 業 技 術 研 究 科 69 9 78 64 121.9%

計1841【196 1.0371829 125.1%

表一3.大 学院後期(博 士課程)在 籍状況

大 学 院 男 女 計 収容定員 収容定員率

法 学 研 究 科 0 0 0 15 0.0%

商 学 研 究 科 2 3 5 15 33.3%

経 済 学 研 究 科 0 0 0 15 0.0%

総 合理工学研究科 19 5 24 36 66.7%

薬 学 研 究 科 14 4 18 15 120.0%

農 学 研 究 科 26 10 36 47 76.6%

医 学 研 究 科 84 23 107 180 59.4%

生物 理工学研究科 8 4 12 15 :11'.

システム工学研究科 1 0 1 15 6.7%

産 業 技 術 研 究 科 2 2 4 24 16.7%

計 156 51 20737754.9%
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